	【TOPIC 5】地球に生きる私たちの今と未来のメッセージとして、
　　　　　　あなたは「誰に」「何を」伝える紙芝居を作りますか？



実施の目的：今まで学んだ（TOPIC1～4）の内容について「誰に」「何を」メッセージとして伝えたいかを考え、それを紙芝居にすることによって表現し、生徒がジブンゴト化できることを目標とし、それがアクションにつながることを期待する。
生徒の目標：① 今まで学んだTOPIC1～4について自分なりの考えを深める。
　　　　　　② あなたの想いを誰に伝えるのか。どう伝えるのかを紙芝居作りを通して工夫する。
　　　　　　③ 友達と一緒に紙芝居を作ることを通して、相手の受け取り方や想い、協力すること、それによって１つの作品を作る過程を共有する。
第１時
事前の準備物：ワークシート①
	目安時間
	内容

	10分
	紙芝居ってどんなもの！紙芝居ってどんな作りになっているかなどを、確認します。

【グループワーク】紙芝居ってどんなもの？イメージの共有
・４〜６人程度のグループを作ります
　できれば授業者が一例として紙芝居を持ってくる
　→読み聞かせ（引き抜きや声のトーンを変えるなどを意識して）
　※引き抜き…紙芝居を入れ替える動作のこと

	30分

	取り組んだ（４つの）「問い」から何を感じましたか？
【個人ワーク】事前に取り組んだ（４つの）「問い」から、あなたは「誰に」「何を」伝えたいですか？特に印象に残った「問い」は？（10分程度）
　・１に記入４つ「問い」の中から特に印象に残ったものから選んでも良い。


[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【グループワーク】グループで自分の書いたものを発表！（５分程度）選んだ「問い」の大グループを作ってから小グループへ

　・友達の発表を書き込みます

【仲間探し】同じ「問い」の仲間を探そう（15分程度）
　・選んだ（４つの）「問い」のグループを作り、さらに小グループへと促す
　・２〜４人程度のグループを作るように促すなるべく生徒同士で決めさせましょう。



	10分
	【個人ワーク】地球に生きる私たちの今と未来のメッセージとして、あなたは「誰に」「何を」伝える紙芝居を作りますか？授業者は「誰に」、「何を」と聞きながら机間巡視をしましょう。

　・この「問い」の自分なりの答えを書く



第２時
事前の準備物：ワークシート②を人数分とグループの数分＋α黒板に書いてください！

	目安時間
	内容

	５分
	紙芝居の下書きを書くために必要なことは何だろう？
【今日のワークの説明】まずは書くことが大事！とにかく、「思ったこと」「感じたこと」を書くように促してください！

・紙芝居の下書きを作る
・一気に最後まで書くことを心がけること
・大雑把な絵や絵の位置を示す文字だけでも可
・起承転結を意識
・キャラクターは？ストーリーは？
・あなたの作る紙芝居で「行動に移してもらいたい」こと「知ってもらいたい」ことを楽しんでもらえるように作ることを心がける

	35分

	紙芝居の下書きを一気に書こう！
【個人ワーク】とにかくまずは「一気に書く」ことを伝えてください

・下書きを書く（25分程度）
　
[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【グループワーク】
・下書きを読み聞かせ（５分程度）
　授業者は良い部分を相手に伝えるように声かけを必ず「理由を言う」ことを心掛けるよう伝えてください。

【グループワーク】グループごとにワークシート②を配布
・グループで１つにする（５分程度）
　授業者は「１つを選ぶだけでなく、お互いの良いところを組み合わせたものでもいい」ことを伝える。活発な議論になるように声がけを

	10分
	[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【グループ間交流】
・他のグループにどの紙芝居がいいかアドバイスをもらう
　選ぶだけでなく、意見やアドバイス・感想も言ってあげるように促す
　選択肢を作ると選びやすくなる「どれがいい？」と聞いた方が選びやすい。

☆グループ間交流の方法について
・各グループで代表者一人を決めます。
・その代表者がグループに残り、紙芝居の説明をします。
・代表者以外のメンバーは、順番に他のグループを回り、紙芝居を選んであげてください。
・授業者は２分計り、時間が来たら時計回りに他のグループのところに移動するルールにするとスムーズにすべて回れます。









　☆グループ間交流の代表以外は、他のグループの紙芝居の工夫や良いところをそれぞれが代表者に伝える。他のグループの良かったところを共有します。




第３時
事前の準備物：ワークシート③
	目安時間
	内容

	５分
	紙芝居をさらに良いものにしていくためには？
【今日のワークの説明】見直すポイントは？今日の話し合うポイントになります。黒板に書いてください！

・キャラクターの登場位置は引き抜きを考えて
・一つの場面にいっぱい書きすぎないように
・絵がポンポン変わると楽しい
・どのようなストーリーにするか
・引き抜きを意識する（引き抜くアクションで楽しさを）
・クスッと相手が笑えば、反応は本物

	35分

	伝えたいことを受け取ってもらえる紙芝居にするためには？
【問い】地球に生きる私たちの今と未来のメッセージとして、あなたは「誰に」「何を」伝える紙芝居を作りますか？
【グループワーク】
・タイトルやキャラクターを考える（10分程度）
　グループワークが停滞していたら、下記の内容を伝える
　　・身近なものに近づけていく黒板に書いてあげてください！

　　・感情移入しやすいもの
　　・キャラクターは人とは限らない「誰に」「何を」伝えたいのかをもう一度思い出させてあげてください。


【グループワーク】
・グループで構成を見直す（25分程度）ワークシート②を見直す
　※授業者は机間巡視をし、停滞しているグループにはストーリーを聞いてあげて、質問をする。アドバイスにならないように、自分たちで考えが広がる疑問・質問を伝える

	10分
	【発表】それぞれのグループの取り組みを発表！紙芝居の内容、工夫、伝えたいことなど、途中経過を発表させてください。

　授業者が良い部分をその都度、講評してあげてください。また、聞いている生徒にも、発表したグループの良かったところ伝えてあげるように声をかけてあげてください。




[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]









第４時
事前の準備物：１グループに、10枚程度のB4画用紙を準備、予備の画用紙
念のために色鉛筆・クレヨン・絵の具・カラーペンなどがあれば準備を
	目安時間
	内容

	５分
	紙芝居を作ろう！
【事前に生徒に伝えること】色鉛筆・クレヨン・絵の具・カラーペンを持ってくる

【今日のワークの説明】
・紙芝居を完成させよう楽しく作ることを意識させたい。

・みんなで協力しよう
・役割分担を決めることも大事
【紙芝居作りで意識してもらいたいこと】黒板に書いてあげてください！

・「誰に」「何を」伝えたいのかを意識して作ろう
・キャラクターの登場位置は引き抜きを考えて
・一つの場面にいっぱい書きすぎないように
・絵がポンポン変わると楽しい
・どのようなストーリーにするか
・引き抜きを意識する（引き抜くアクションで楽しさを）
・クスッと相手が笑えば、反応は本物

	40分

	地球に生きる私たちの今と未来のメッセージとして、
あなたは「誰に」「何を」伝える紙芝居を作りますか？
【グループワーク】
・改めて「問い」を確認する。
・役割分担を促すなど、グループ全員で１つの作品を作る
自由につくること。
楽しく作る雰囲気づくりを。



・ページ番号も書くように！

	５分
	[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【発表】各グループが「大変だったところ」「工夫したところ」を発表
　　苦戦しているグループがあった場合、みんなで解決策を考える


上手くいっていないことなどを正直に言うことを促してください。そして、みんなに解決策を考えさせる時間もつくり、クラスみんなで紙芝居を作る雰囲気を。








第５時
事前の準備：ワークシート④
	目安時間
	内容

	５分
	[image: 紙芝居のイラスト | かわいいフリー素材集 いらすとや]紙芝居を発表しよう！
【準備】
・発表会にあたり、司会を決めておくと良い
・机を後ろに下げ、椅子を半円状にして読み聞かせの雰囲気づくりを
・できればゲスト（他の教員など）も招きたい

	35分

	[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【発表会】
・各グループの紙芝居の読み聞かせの後、時間をとり、記入させる

	10分
	[image: 拍手イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]【発表】紙芝居作成で自己変容したところをそれぞれが発表
・時間をとり、記入させる
・今回の取り組みで自分自身が変わったことを自分なりの言葉で発表する


自分なりの言葉で良いことを伝え、率直な気持ちを表現させたい。
クラス全体でそれぞれの想いを共有したい。




その他：デジタル紙芝居も可能です。
　　　　学校にPowerPointやkeynoteを使うことができる環境があれば、積極的に利用してください。
　　　　この場合、第５時で、プロジェクターを利用したデジタル紙芝居の上映会をしましょう。
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